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MTXが生命予後に関与している可能性が示唆され
た。今後は病型別の治療方針を確立していくための
プロスペクティブな検討が必要である。
　（平成22年度東京医科大学研究助成金　受給）
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【目的】　視神経炎患者に対する副腎皮質ステロイド
薬（ステロイド）の薬剤感受性を明らかにするため
に、末梢血単核球（PBMC）由来のサイトカインを
測定し、臨床経過との関連性を検討する。
【対象と方法】　対象は活動性のある視神経炎患者
10例（男性3例、女性7例）、27歳～65歳（平均
42歳）、平均観察期間は6．2か月である。全例ステ
ロイドの投与前にPBMCを採取、分離し、コンカ
ナバリンA（ConA）および異なる濃度のベタメサ
ゾンと24時間共培養し、上清中のIFN一γ、　TNF一α、
IL－2、　IL－4、　IL－6、　IL－10、　IL－17をCytometric　Bead
Array　Flex　kitとELISA法で測定した。これらのサ
イトカイン産生量と臨床経過を比較検討した。
【結果】　初診時視力は手動弁から0．08で、ステロ
イド治療後の最高視力は10例中9例が0．9以上で
あった。ベタメサゾン添加によるサイトカイン産生
の減少率と視力の改善は有意に関連していた。ステ
ロイドの平均総投与量はプレドニン換算で
4，460士2，480mgであり、個々の症例の総投与量と培
養内ベ二二サゾン添加によるサイトカイン産生の減
少率には有意な関連性は認めなかった。なお、ベタ
メサゾンを培養細胞に添加した際にIL－17産生の減
少が乏しかった1例は、ステロイド総投与量が6，000
mgにもかかわらず視力の改善が得られなかったた
め、血漿交換療法を行い、最終的に視力の改善を得
た。
【結論】in　vitroにおけるPBMCのステロイド感受
性試験は、ステロイド治療に対する視力予後判定や、
至適治療法を決定するうえで有用な指標となる可能
性がある。
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【目的】ベーチェット病（以下BD）に伴うぶどう
膜炎は、サルコイドーシス、Vbgt一応柳一原田病につ
いで頻度が高く、重要な疾患である。サルコイドー
シスについては研究班により「眼サルコイドーシス
診断のてびき」が、Vogt一面柳一原田病については国
際診断基準が定められており、日常診療でも応用さ
れている。一方、BDについては1987年厚生省特
定疾患ベーチェット病調査研究斑から眼症状の診断
指針が提示されているが、記載事項は多くのぶどう
膜炎に共通してみられる眼所見や眼合併症であり、
特異的なものではなく、診断に結び付く内容とは
なっていない。
　そこで、BDにみられる眼所見の発現頻度と本症
を示唆する検査所見の診断的価値を統計学的に解析
することによって、他のぶどう膜炎との診断上の差
別化を図り、BDにみられるぶどう膜炎の眼科独自
の診断基準を確立することを目的とした。
【対象と方法】　2005年1月～2009年10月に当院眼
科ぶどう膜外来を受診したBD患者106例とその他
のぶどう膜炎患者（対照）89例を対象とした。診
療録をもとに、BDに特徴的な眼所見とBDを示唆
する検査所見の診断的価値を検討し、診断的価値が
高いと考えられる所見を抽出して診断基準項目を設
定する。診断上の感度、特異度を解析し、診断的価
値を検討する。
【結果】①フルオレセイン蛍光造影（FA）上羊歯
の葉様漏出、FA上びまん性黄斑浮腫②びまん性
硝子体混濁、前房蓄膿③両眼性、嚢胞様黄斑浮腫、
④後極部滲出斑、再発性非肉芽性虹彩炎⑤HLA－
B51、以上5項目から構1成される診断基準項目を作
成した。5項目中3項目以上がみられた場合、BD
（　28　）
2011年10月 第167回東京医科大学医学会総会 一　571　一
ぶどう膜炎と診断する場合の感度は94．4％、特異度
は95．5％であった。
【結論】BDにおけるぶどう膜炎の診断基準確立に
向けて一定の指針を示すことができた。今後はこの
基準の妥当性について前向きに検討していく予定で
ある。
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【目的】　近年、健診の眼底検査による緑内障の検出
が話題になっている。
　今回我々は緑内障を検出した眼について、視神経
乳頭が経年によりどの様に変動しているか検討した
ので報告する。
【対象】　当センターは健診業務を24年間、眼科医
による眼底写真の古謡を14年間行っている。その
間に当センターにて眼底写真の読影により緑内障を
検出し、当院眼科で緑内障と診断された受診者の中
から、緑内障検出の前後なるべく長期間追跡できた
9人18眼を、対象とした。
【方法】　検出所見である乳頭出血、網膜神経線維層
欠損、乳頭辺縁消失、乳頭縁血管屈曲について、経
年によりどの様に変動したかを検索した。なお検索
にあたり、対象とした9人18眼について、各年の
眼底読影結果を、上記四つの所見を縦軸に西暦を横
軸にした表にあてはめ、緑内障検出時の年齢と視野
検査の結果を追記した一覧表を作成した。
【結果】　上記のような一覧表に整理し得た眼数は
18眼であった。
　その結果、乳頭出血→網膜神経線維層欠損→乳頭
辺縁消失→乳頭縁血管屈曲と変動することを追跡し
得た。
【考察】　健診で検出された緑内障の視神経乳頭所見
は加齢性、進行性、構造変化が認められた。
　緑内障の検出にはこの変動について理解し、読歯
することが有効であると考えた。
【目的】　中心動脈血圧（cSBP）やAugmentation
Index（AI、駆出圧波と全身からの反射圧波の比）
を測定し、各値と循環不全を呈する眼疾患との関連
を検：癒した。
【方法】　中心動脈血圧推定機器（HEM－9000AI）を
用いて末梢血圧（BP）、　cSBPやAIを測定し、各値
と疾患の関連を検討した。対象は271例（男性
166、女性105、平均64歳）で、循環障害の関与が
考えられる疾患群224例［増殖糖尿病網膜症（PDR）
17、非増殖糖尿病網膜症（NPDR）17、網膜静脈閉
塞症（RVO）7、眼虚血症候群（OIS）14、広隅角
緑内障（OAG）145、狭隅角緑内障（ACG）12、内
眼炎12］と出血等明らかな循環不全に伴う眼所見
を呈さない47例［背景疾患として糖尿病6、高血
圧（HT）ll、健常者30］を対照として比較した。
【結果】BP、　cSBPとAI（mmHg，　mmHg，％）の平
均値は循環不全群（148，154，86）、対照群（141，
144，78）で何れも二群問で有意差p＜0．05を認めた。
疾患別にはPDR（161，167，88）、　NPDR（141，140，
73）、内眼炎（128，133，80）、RVO（141，145，73）、
OIS　（154，164，90）．OAG　（149，156，87）．ACG　（137，
142，76）、HT（156，161，82）、健：常者（132，134，74）
であった。PDR、　OAG、　OIS、　HTにおけるBP、
cSBPとAIは健1常群の各値に較べて有意に高値を示
した（各p＜0．05）。
【結論】種々の眼循環不全を来たす疾患に大循環の
脈圧変化が関与することが示された。治療は、眼局
所の治療に併せて全身的にcSBPを降下させること
や血管を拡張させAIの改善を図ることも重要であ
る。
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